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られている。従来の研究からも低い励起準位に、この模型での量子数N=1 、 N=2 に相当する準位
があるとされて‘いた。これよりも高い励起準位にN ニ 3 に対応する 0+、 2+、 3+、 4+、 6+ のものがあ
るかどうかがもっとも興味ある点である。井上君は1558KeV(3 +)、 1932KeV (4 +)の 2 つがN=3 と
解釈されることを示した。しかしこれら以外のN=3 のメンバーは見つからなかった。
井上君の研究は球形核 106Pd の励起準位についての詳細な実験データを与え、核構造の研究に寄与
するものであって、理学博士の学位論文として十分な価値のあるものと認められる。
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